
循環系統用トレンチの上部
を木製デッキとして活用

造波プール
水深2.0m

プール全体の高さをあげる
ことで効果的に日光川の景
観を取り込んでいます。

一般プール
水深1.2m

幼児プール
水深0.4m

一般プール用濾過施設
造波装置建屋。濾過施設等を隠
しながら、プール側からは眼鏡
橋を模した外観としている。

公園外周を植栽で取り囲み隣接
する住宅地を効果的に区分けし
ています。 管理事務所・更衣室・便所・レストラ

ンなどをまとめた管理棟で、プール
施設へ入場する唯一の入り口とし
ています。大規模なプール内のどこ
へ行くにも便利な配置としています。
地下の都市廃棄物を考慮して、盛土
した上に建築物を配置しているため、
エントランスからプールまでは約
4.0mの高低差があります。

高くなっている北側からの排水を
西から南東に向かって自然流下で
排水管を整備しています。

園外との景観上の区分けと合わせて、
盛土による高さを利用したウォータス
ライダーを整備しています。

都市廃棄物が浅いエリアは駐
車場として整備しています。
また、接続道路の高さに合わ
せて低いレベルで設置し、
プール施設の利用者から直接
見えないようにしています。
広い駐車場はシーズンオフに
も様々な利用がされました。

随所に南国風植栽を施し、
非日常感を演出しています。
また、プールサイドの芝生
地内にある樹木は緑陰植
栽としての機能があります。

白砂で人工砂浜を整備しています。

サービスヤードは景観・管
理上、利用者の目に触れ
ないよう駐車場と同じ程
度の高さレベルとし、配置
も隅部にしています。

・プールを「海」に、プールサイドを「白い砂浜」にみたて、
後背に森を配して自然の風景を取り込み、遊び心あふれ
る憩いの空間を創出しています。

・プール施設は、日光川との一体化を考慮して、河川に面
した南側～西側の場所に配置しています。

・便所は、景観を損なわないように一段高さを下げて建物
を設置しています。

・サンビーチ日光川は、南洋の海辺のリゾートをイメージし
て作られた日本最大級の淡水プールで、「名古屋のワイキ
キ」と呼ばれていました。

日除けにビーチパラソル風の
固定テントを用い、海浜部の
景観を演出しています。

非日常を演出するため、盛土と
植栽でプール施設を取り囲んで
います。
また、濾過装置を利用者から遮
蔽しており、遮蔽効果を高める
ために高中木を密植するかたち
としています。
また、視覚的要素だけでなく、濾
過装置から発生する騒音を減少
させる狙いもあります。
北側の一般プール用濾過施設も
同様です。

駐車場周囲の植栽は外側から内部
を遮蔽する機能を有しています。
外側から自動車等があまり見えな
いような植栽となっています。

幼児プール用
濾過施設

無人島をイメージ
しています。
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